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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部及び、当該基部から引き出される少なくとも１本の可撓性を有する結束部をそれぞ
れ備える結束具を保持する結束具保持部と、
　前記結束具保持部に保持された前記結束具を前記基部側から前記結束部側に向けて押し
出す結束具押出部と、
　前記結束具押出部により押し出される前記結束具の前記結束部の先端が押し付けられて
前記結束部を案内する凹曲面状の結束具受部と、を有し、
　前記結束具押出部により押し出される前記結束具は、前記結束部の先端が前記結束具受
部に押し付けられて案内されることで湾曲変形し、湾曲変形する際に前記結束部の先端が
前記基部内に入り込んで保持されて、前記結束部近傍に位置する未結束状態の毛髪を結束
するものであり、
　前記結束具の前記基部は、網状部分あるいは多孔質部分を備えており、前記結束部の先
端は、前記基部の前記網状部分あるいは前記多孔質部分と係合して前記基部に保持される
ことを特徴とする毛髪結束装置。
【請求項２】
　前記結束部は、前記基部から延びる直線部と、前記直線部の先端側に連続する湾曲部と
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の毛髪結束装置。
【請求項３】
　前記凹曲面状の結束具受部は、前記結束具が押し出されるときに前記結束部の先端が当
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接する部分の曲率をＫｒ、前記結束部が湾曲変形しながら案内される部分の曲率をＫｆと
すると、Ｋｆ＞Ｋｒであることを特徴とする請求項１または２に記載の毛髪結束装置。
【請求項４】
　前記結束具の前記結束部は、前記基部からの抜けを抑制するために前記結束部の先端に
形成されているかえしを備えることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の
毛髪結束装置。
【請求項５】
　前記結束具の前記基部は、板状に形成されており、前記結束部は、板状の前記基部に複
数本並設されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の毛髪結束装
置。
【請求項６】
　前記結束具は、生分解性プラスチックを素材として形成されることを特徴とする請求項
１から５のいずれか一項に記載の毛髪結束装置。
【請求項７】
　前記結束具受部よりも前記結束具の押し出し方向の前方側に配置される髪すくい部をさ
らに有することを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の毛髪結束装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、未結束状態の複数本の毛髪の束を結束する毛髪結束装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、糸束を、フックとホルダとからなる結束具を用いて結束する糸状物結
束装置が開示されている。糸状物結束装置は、フックが装填されるフック装填ケースと、
ホルダが装填されるホルダ受け部とを備えている。フック装填ケースに装填したフックを
送り片の操作によって押し出すことで、フックをホルダに係合させ、その際フックとホル
ダとの間に糸束が結束された状態となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平３－１２４５１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術は、糸束を結束する結束具として、フックとホルダとの二部品から構
成されている。さらに、糸状物結束装置は、ホルダ受け部に対し、フック装填ケース及び
送り片を備えるフック送り部と、押え部にセットした糸束を抑えるための収束部とを、そ
れぞれ回転操作する必要がある。このため、糸状物結束装置は、構造が複雑化し、結束作
業も煩雑なものとなる。
【０００５】
　そこで、本発明は、構造をより簡素化して結束作業を容易なものとすることを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、基部及び、当該基部から引き出される少なくとも１本の可撓性を有する結束
部をそれぞれ備える結束具を保持する結束具保持部と、前記結束具保持部に保持された前
記結束具を前記基部側から前記結束部側に向けて押し出す結束具押出部と、前記結束具押
出部により押し出される前記結束具の前記結束部の先端が押し付けられて前記結束部を案
内する凹曲面状の結束具受部と、を有し、前記結束具押出部により押し出される前記結束
具は、前記結束部の先端が前記結束具受部に押し付けられて案内されることで湾曲変形し
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、湾曲変形する際に前記結束部の先端が前記基部内に入り込んで保持されて、前記結束部
近傍に位置する未結束状態の毛髪を結束するものであり、前記結束具の前記基部は、網状
部分あるいは多孔質部分を備えており、前記結束部の先端は、前記基部の前記網状部分あ
るいは前記多孔質部分と係合して前記基部に保持されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、結束具保持部に保持された結束具を、結束具押出部により押し出すこ
とで、結束具の結束部が結束具受部に案内されて湾曲変形し、結束部の先端が基部内に入
り込んで保持され、複数本の毛髪の束を結束することができる。このため、毛髪結束装置
として、構造がより簡素化して結束作業が容易なものとなる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係わる毛髪結束装置の断面図である。
【図２】図１の毛髪結束装置の正面図である。
【図３】図１の毛髪結束装置のカートリッジの内部構造を示す斜視図である。
【図４】複数個の結束具をセットしたカートリッジ、押出片及び凹曲面部を示す斜視図で
ある。
【図５】複数本の毛髪の束を結束する作業工程図であり、結束具を押出片により押し出す
初期の状態を示す。
【図６】図５に続く作業工程図であり、結束具の湾曲部を凹曲面部に当接させた状態を示
す。
【図７】図６に続く作業工程図であり、結束具の結束部が凹曲面部に案内されて湾曲変形
する状態を示す。
【図８】図７に続く作業工程図であり、結束具の結束部先端が基部に入り込んで保持され
た状態を示す。
【図９】複数本の毛髪の束を結束した状態の結束具の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。
【００１０】
　図１及び図２は、本発明の一実施形態に係わる毛髪結束装置１を示している。毛髪結束
装置１は、受け部アーム３と、押付部アーム５と、受け部アーム３と押付部アーム５との
間に位置するカートリッジ７と、を備えている。受け部アーム３、押付部アーム５及びカ
ートリッジ７は、いずれも図１中で左右方向に長く形成され、図１中の右側の端部に設け
てある回転支持軸９を中心として相対回転自在である。なお、毛髪結束装置１に関し、図
１中の矢印Ｆで示す方向を前方、矢印Ｒで示す方向を後方、図１中の紙面に直交する方向
を幅方向（図２の矢印Ｈ方向）とする。
【００１１】
　カートリッジ７は、図３に示す結束具１１を格納するもので、結束具保持部を構成して
いる。結束具１１は、網状部分あるいは多孔質部分を備える基部１３及び、基部１３から
引き出される少なくとも１本の可撓性を有する結束部１５をそれぞれ備えている。結束具
１１の基部１３は、板状に形成してあり、スポンジのような多孔質部材で構成するか、あ
るいは、面ファスナのループ形状を備える側のように構成してもよい。
【００１２】
　結束具１１は、例えば生分解性プラスチック（グリーンプラ）を素材とする。生分解と
は、単にプラスチックがバラバラになることではなく、微生物の働きにより、分子レベル
まで分解し、最終的には二酸化炭素と水となって自然界へと循環する性質である。このた
め、生分解性プラスチックを材料として結束具１１を髪留めに使用することで、使用後に
取り外して廃棄するにあたり、地球温暖化等の環境問題を考慮するうえで極めて有効であ
る。
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【００１３】
　生分解性プラスチックは、微生物系、天然物系、化学合成系の三種類に分類されるが、
結束具１１に使用するにあたっては、硬さなどの材料特性を考慮して、例えば、バイオポ
リエステル、ポリ（ヒドロキシブチレート／ヒドロキシヘキサノエート）、酢酸セルロー
スが挙げられる。
【００１４】
　結束具１１の基部１３は、結束部１５が設けられている側と反対の図３中で上部が、左
右方向に突出する突起１３ａを備えている。結束具１１の結束部１５は、１本の線状部材
で構成した針状のものを、幅方向に沿ってほぼ一定の間隔で複数設けてある。針状の結束
部１５の先端には、後述する図５～図８に示すように、釣り針のような「かえし１５ｋ」
を設けている。各結束部１５は、基部１３の突起１３ａが設けられている側と反対の図３
中の下端部から下方に向けて延びる直線部１５ａと、直線部１５ａの先端側に連続する湾
曲部１５ｂとを備えて、全体としてほぼＪ字形状となっている。
【００１５】
　カートリッジ７は、底壁１７と、底壁１７の幅方向Ｈの両側から立ち上がる左右一対の
側壁１９，２１と、底壁１７及び側壁１９，２１で囲まれた空間の前方を塞ぐ前壁２３と
を備えている。側壁１９，２１の後端部に回転支持軸９を取り付けている。側壁１９，２
１は、上部が下部よりも板厚が薄くなるように、互いに対向する内面に段部１９ａ，２１
ａを備えている。また、底壁１７の前壁２３側の端部には、結束具１１が通過できるスリ
ット７ａを形成している。スリット７ａは、側壁１９，２１の底壁１７側の部分にも形成
してある。
【００１６】
　結束具１１は、側壁１９，２１の段部１９ａ，２１ａに基部１３の突起１３ａが載置さ
れた状態で、カートリッジ７に格納される。結束具１１が格納された状態で、結束部１５
の先端（湾曲部１５ｂ）は、底壁１７に対して離間している。結束具１１は、図４に示す
ようにカートリッジ７の前後方向（長手方向）に沿って複数積層するようにして格納でき
る。図４において、複数の結束具１１のうち最前部に位置するものを、結束具１１Ｆとす
る。
【００１７】
　図４のようにして複数格納した結束具１１の後方側には、押し当て具２５を配置してい
る。押し当て具２５はコイルスプリング２７によって前方側に押し付けられている。した
がって、押し当て具２５の前方側に位置する複数の結束具１１は、最前部に位置する結束
具１１Ｆが前壁２３に押し付けられて保持されることになる。この状態で結束具１１Ｆは
、スリット７ａに対応する位置となる。
【００１８】
　コイルスプリング２７は、図１に示すように、押し当て具２５とスプリング受け２９と
の間に配置している。スプリング受け２９は、底壁１７の前後方向（長手方向）ほぼ中央
位置において、底壁１７からほぼ垂直となるよう図１中で上方に向けて切り起こされてい
て、底壁１７と一体となっている。
【００１９】
　押付部アーム５は、アーム本体３１と押出片付板ばね３３とを備えている。アーム本体
３１は、背部３１ａと、背部３１ａの幅方向Ｈの両側縁からカートリッジ７側に突出する
左右一対の側部３１ｂと、背部３１ａ及び一対の側部３１ｂで囲まれた空間の前方を塞ぐ
前部３１ｃとを備えている。図１に示すように、アーム本体３１の前部３１ｃは、カート
リッジ７の前壁２３よりも僅かに前方に突出した位置にある。
【００２０】
　一対の側部３１ｂは、後方側が前方側よりもカートリッジ７側に向けて大きく突出する
後方突出部３１ｂ１を備えている。後方突出部３１ｂ１を含む一対の側部３１ｂは、カー
トリッジ７の側壁１９，２１の外側に位置しており、後方突出部３１ｂ１の後端部に回転
支持軸９を取り付けている。
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【００２１】
　押出片付板ばね３３は、平板形状の取付部３３ａをアーム本体３１の背部３１ａの内面
に取り付けている。取付部３３ａは、アーム本体３１の前部３１ｃ側に位置しており、前
部３１ｃに近接する位置に、取付部３３ａに対してほぼ９０度の角度で屈曲する押出片３
３ｂを設けている。押出片３３ｂは、前壁２３の後方側に近接する状態でカートリッジ７
側に向けて突出してしており、結束具押出部を構成している。
【００２２】
　図１は、押出片３３ｂの先端がカートリッジ７の側壁１９，２１相互間で、スリット７
ａに整合した位置にある状態を示している。このとき、押出片３３ｂの先端は、結束具１
１Ｆに対し、僅かな隙間をもって離間しているか、あるいはほぼ接触している。押出片３
３ｂの幅方向Ｈの長さは、結束具１１の基部１３の突起１３ａを含む幅方向Ｈの長さとほ
ぼ同等である。
【００２３】
　押出片付板ばね３３は、取付部３３ａの後方側に、ばね部３３ｃを連続して設けている
。ばね部３３ｃは、取付部３３ａの端部から後方に行くに従って背部３１ａから徐々に離
れ、後方側端部の押圧部３３ｄがカートリッジ７の側壁１９，２１にほぼ当接した状態が
確保される。
【００２４】
　押圧部３３ｄが側壁１９，２１にほぼ当接した状態を確保するために、例えば、カート
リッジ７の側壁１９，２１と押付部アーム５の側部３１ｂとの間に、凸部と凹部とからな
る係合部を設けるとよい。凸部が凹部に入り込むことで、図１の状態を確保し、凸部が凹
部に入り込んだ状態（図１）から、押付部アーム５とカートリッジ７とを離反させること
で、凸部が凹部から離脱する。
【００２５】
　受け部アーム３は、アーム本体３５と、アーム本体３５のカートリッジ７側に取り付け
た内面部３７と、を備えている。アーム本体３５は、カートリッジ７側に凹部３５ａを備
え、凹部３５ａに内面部３７を収容固定する。アーム本体３５は、先端に、押付部アーム
５のアーム本体３１よりも前方に突出する髪すくい部３５ｈを備えている。髪すくい部３
５ｈは、上面３５ｈ１がほぼ平面で、下面３５ｈ２が上面３５ｈ１と反対の下方に凸とな
るよう湾曲している。髪すくい部３５ｈは、下面３５ｈ２の湾曲形状により、図１に示す
ように先端側ほど薄肉であり、幅方向Ｈの両端側ほど薄肉である。髪すくい部３５ｈは、
幅方向Ｈの長さが舌先のように先端ほど短縮されて先細となっている。
【００２６】
　内面部３７は、凹部３５ａの底面に固定される底壁３７ａと、底壁３７ａの幅方向Ｈの
両側縁から立ち上がる左右一対の側壁３７ｂとを備えている。一対の側壁３７ｂは、後方
側が前方側よりもカートリッジ７側に向けて大きく突出する後方突出部３７ｂ１を備えて
いる。後方突出部３７ｂ１を含む一対の側壁３７ｂは、カートリッジ７の側壁１９，２１
と、アーム本体３１の側部３１ｂとの間に位置しており、後方突出部３７ｂ１の後端部に
回転支持軸９を取り付けている。
【００２７】
　内面部３７は、底壁３７ａの前端から凹部３５ａの開口側に向けて９０度の角度で屈曲
して立ち上がる屈曲部３７ｃ及び、屈曲部３７ｃから底壁３７ａと反対の前方に向けて９
０度の角度で屈曲して形成される前方屈曲部３７ｄを備えている。前方屈曲部３７ｄの前
後方向ほぼ中央位置に、凹曲面状の結束具受部としての凹曲面部３９を形成している。
【００２８】
　凹曲面部３９は、断面ほぼ半円形であり、図４に示すように、前方屈曲部３７ｄの幅方
向に沿って長く形成され、前方屈曲部３７ｄの幅方向のほぼ中央に位置している。凹曲面
部３９の幅方向Ｈの長さは、結束具１１における複数の結束部１５の全てを含む幅方向Ｈ
の長さよりも長い。すなわち、幅方向Ｈに沿って複数備える結束部１５の全てが凹曲面部
３９内に入り込むことが可能である。
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【００２９】
　内面部３７の底壁３７ａの長手方向後方側と、カートリッジ７の底壁１７の長手方向後
方側との間には、断面ほぼＵ字形状の板ばね４１を配置している。板ばね４１は、底壁３
７ａ，１７にそれぞれ固定される平板形状の固定部４１ａ，４１ｂと、固定部４１ａ，４
１ｂに対し僅かに屈曲するようにして底壁３７ａ，１７から離間する平板形状の離間部４
１ｃ，４１ｄと、離間部４１ｃ，４１ｄの後端部相互をつなぐ断面円弧形状の中心部４１
ｅと、を備えている。板ばね４１は、図１の状態で受け部アーム３とカートリッジ７との
間隔を保持している。
【００３０】
　凹曲面部３９は、図５に示すように、前方Ｆ側に位置する前部曲面３９ａの曲率をＫｆ
、後方Ｒ側に位置する後部曲面３９ｂの曲率をＫｒとすると、Ｋｆ＞Ｋｒである。すなわ
ち、前部曲面３９ａの曲率Ｋｆが後部曲面３９ｂの曲率Ｋｒより大きい（曲率半径が小さ
い）。このため、前部曲面３９ａの後部曲面３９ｂと反対側の端部付近における接線Ｐは
、後部曲面３９ｂの前部曲面３９ａと反対側の端部付近における接線Ｑよりも、図５中で
上下方向に延びる垂直線Ｏにより近いものとなる。なお、前部曲面３９ａと後部曲面３９
ｂとの境界は、垂直線Ｏが位置する前後方向のほぼ中心部に相当する。
【００３１】
　次に、作用を説明する。
【００３２】
　図１に示すように、カートリッジ７に格納してある複数の結束具１１は、コイルスプリ
ング２７により押し当て具２５を介して前壁２３に押し付けられている。この状態で、ス
テープラー（ホチキス）と同様にして、例えば利用者が右手で毛髪結束装置１を包むよう
にして掴み、右手の親指Ａを押付部アーム５の前端表面に沿え、右手の人差指Ｂを受け部
アーム３の前端表面に沿える。
【００３３】
　右手の親指Ａと右手の人差指Ｂとが近付くように右手に力を入れることで、毛髪結束装
置１は、受け部アーム３と押付部アーム５とが、回転支持軸９を中心として相対回転し、
前方側が互いに近づく方向に移動する。このとき、カートリッジ７も回転支持軸９を中心
として受け部アーム３及び押付部アーム５に対して相対回転する。
【００３４】
　ここで、押出片付板ばね３３のばね部３３ｃのばね力は、板ばね４１のばね力よりも弱
く設定している。このため、受け部アーム３、押付部アーム５及びカートリッジ７が相対
回転するときには、押付部アーム５とカートリッジ７とが互いに接近し、その後カートリ
ッジ７と受け部アーム３とが互いに接近する。押付部アーム５とカートリッジ７とが互い
に接近する際には、図５に示すように、最前部に位置する結束具１１Ｆが、押出片３３ｂ
により受け部アーム３側に向けて押し付けられ、スリット７ａ内を移動する。
【００３５】
　図５の状態から、さらに受け部アーム３と押付部アーム５とが近付く方向に回転移動さ
せると、押付部アーム５とカートリッジ７とがさらに接近し、カートリッジ７と受け部ア
ーム３とがさらに接近する。これにより、図６に示すように、結束部１５の先端の湾曲部
１５ｂが、凹曲面部３９の後部曲面３９ｂにほぼ当接した状態となる。
【００３６】
　図５の状態では、押出片３３ｂにより押し出される結束具１１Ｆは、その後方に位置す
る結束具１１と前壁２３との間に挟持された状態が維持されている。また、図６の状態で
は、押出片３３ｂにより押し出される結束具１１Ｆは、その後方に位置する結束具１１と
前壁２３との間に挟持された状態が維持されるか、あるいは、前壁２３から離間して押出
片３３ｂと凹曲面部３９との間に保持される状態となる。
【００３７】
　図６のように押出片３３ｂと凹曲面部３９とがほぼ接触した状態で、利用者が左手で、
自身あるいは他人の毛髪４３を複数本束として掴み、当該束となった毛髪４３を図６に示
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すように、結束部１５の直線部１５ａに近接する位置となるように、受け部アーム３とカ
ートリッジ７との間に入り込ませる。このとき、毛髪４３は、髪すくい部３５ｈの上面３
５ｈ１に載せるようにしてすくうことで、受け部アーム３とカートリッジ７との間に容易
に入り込む。毛髪４３を受け部アーム３とカートリッジ７との間に入り込ませる際には、
毛髪４３の束が図６の位置となるように、直線部１５ａよりも前方位置（図６中で左側）
に、位置規制用ストッパを、例えば受け部アーム３の一対の側壁３７ｂから押付部アーム
５に向けて突出させておくとよい。
【００３８】
　図６の状態から、さらに受け部アーム３と押付部アーム５とが近付く方向に回転移動さ
せると、押出片３３ｂが結束具１１Ｆをさらに押し出し、これに伴い結束部１５の湾曲部
１５ｂが凹曲面部３９に押し付けられる。湾曲部１５ｂが凹曲面部３９に押し付けられる
と、図７に示すように、結束部１５は、後部曲面３９ｂから前部曲面３９ａに沿って案内
されるようにして湾曲変形する。このとき、結束部１５は、束となっている毛髪４３を包
み込むようにして湾曲変形する
　図７の状態から、さらに受け部アーム３と押付部アーム５とが近付く方向に回転移動さ
せると、結束具１１Ｆは、基部１３が凹曲面部３９に接近し、湾曲部１５ｂがさらに湾曲
変形する。湾曲変形する湾曲部１５ｂは、図８に示すように、先端側が、凹曲面部３９か
ら離れる方向に変位し、基部１３の前方側の内部に入り込んで保持される。このとき、結
束部１５は、先端に形成してある「かえし１５ｋ」によって基部１３に強固に保持され、
基部１３からの抜けを抑制できる。これにより、図６では未結束状態の毛髪４３の束を、
図８及び図９のように結束することができる。
【００３９】
　なお、図８の状態で、受け部アーム３と押付部アーム５との間隔が確保できるように、
受け部アーム３と押付部アーム５との間に、間隔保持用ストッパを設けてもよい。この間
隔保持用ストッパは、前述した位置規制用ストッパと兼用することができる。
【００４０】
　図８の状態から、利用者が受け部アーム３と押付部アーム５とを近付ける方向に作用さ
せている力を緩めて解除すると、押出片付板ばね３３のばね部３３ｃが復帰することによ
り、押付部アーム５とカートリッジ７との間隔が拡がって図１の状態に戻る。同様にして
、板ばね４１が復帰することにより、受け部アーム３とカートリッジ７との間隔が拡がっ
て図１の状態に戻る。このとき、押出片３３ｂは、スリット７ａから後退するので、後方
に位置する複数の結束具１１がコイルスプリング２７に押されて前方に移動し、次の結束
具１１が前壁２３に押し付けられて次回の結束作業に使用される。
【００４１】
　図８及び図９の状態において、結束具１１Ｆは、束となっている毛髪４３を結束したま
ま、自身あるいは他人の頭髪中（頭部）に残ることになる。これにより、自身あるいは他
人に対するヘアスタイルを簡便に変更（セット）することができる。
【００４２】
　次に、効果を説明する。
【００４３】
　本実施形態は、カートリッジ７に保持された結束具１１を、押出片３３ｂにより押し出
すことで、結束具１１の結束部１５が凹曲面部３９に案内されて湾曲変形し、結束部１５
の先端の湾曲部１５ｂが基部１３の網状部分あるいは多孔質部分に保持され、複数本の毛
髪４３の束を結束することができる。
【００４４】
　本実施形態の結束具１１は、基部１３と結束部１５とが一体化したものであるため、毛
髪結束装置１としては、結束具１１をカートリッジ７に格納するだけでよく、結束具を二
部品とした従来構造に比較して、構造をより簡素化することができる。また、複数本の毛
髪４３の束を結束する際には、毛髪４３の束を結束部１５の近傍に位置させた状態で、ス
テープラー（ホチキス）を使用するときのように、受け部アーム３と押付部アーム５とを
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互いに接近させるだけでよく、結束作業が極めて容易となる。
【００４５】
　本実施形態は、結束部１５が、基部１３から延びる直線部１５ａと、直線部１５ａの先
端側に連続する湾曲部１５ｂとを備えて、全体としてＪ字形状となっている。このため、
先端の湾曲部１５ｂが凹曲面部３９に当接した後、毛髪４３の束を包むようにして湾曲変
形する動きが円滑になされる。また、図８のように基部１３に保持された結束部１５は、
先端の湾曲部１５ｂが鉤のようにして基部１３内に引っ掛かった状態となり、基部１３か
らの離脱を抑えることができる。
【００４６】
　本実施形態は、結束具１１が押し出されるときに結束部１５の湾曲部１５ｂが当接する
後部曲面３９ｂの曲率をＫｒ、結束部１５が湾曲変形しながら案内される前部曲面３９ａ
の曲率をＫｆとすると、Ｋｆ＞Ｋｒである。
【００４７】
　このため、図６から図７に示すように、曲率が小さい（曲率半径が大きい）後部曲面３
９ｂに当接する湾曲部１５ｂは、より確実に湾曲変形する。また、図７から図８に示すよ
うに、曲率が大きい（曲率半径が小さい）前部曲面３９ａに案内される湾曲部１５ｂを含
む結束部１５は、湾曲部１５ｂがより確実に基部１３に向けて移動し、湾曲部１５ｂの先
端を基部１３によってより確実に保持させることができる。
【００４８】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、これらの実施形態は本発明の理解を容易
にするために記載された単なる例示に過ぎず、本発明は当該実施形態に限定されるもので
はない。本発明の技術的範囲は、上記実施形態で開示した具体的な技術事項に限らず、そ
こから容易に導きうる様々な変形、変更、代替技術なども含む。
【００４９】
　例えば、上記した実施形態の結束具１１は、結束部１５が先端に湾曲部１５ｂを備えて
いるが、湾曲部１５ｂを形成せずに、直線部１５ａのみとしてもよい。また、結束具１１
は、図４に示したようにカートリッジ７に複数セットしているが、結束作業を行う毎に１
個ずつセットするようにしてもよい。
【００５０】
　結束具１１の基部１３は、前壁２３と反対の後方Ｒ側の面を、多孔質部分や面ファスナ
部分とせずに、平滑な面としてもよい。これにより、互いに隣接する結束具１１の基部１
３同士の摩擦抵抗が小さくなり、図４のように結束具１１を複数積層するようにしてカー
トリッジ７に格納した状態で、最前部の結束具１１Ｆを押出片３３ｂがより円滑に押し出
すことができる。
【００５１】
　受け部アーム３と押付部アーム５とカートリッジ７とを備える毛髪結束装置１の各機構
部は、上記した実施形態に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００５２】
　　７　カートリッジ（結束具保持部）
　　１１　結束具
　１３　結束具の基部
　１５　結束具の結束部
　１５ａ　結束部の直線部
　１５ｂ　結束部の湾曲部
　３３ｂ　押出片（結束具押出部）
　３９　凹曲面部（結束具受部）
　３９ａ　凹曲面部の前部曲面（結束部が湾曲変形しながら案内される部分）
　３９ｂ　凹曲面部の後部曲面（結束部の先端が当接する部分）
　４３　毛髪
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